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Emotional contagion is known to be based on interpersonal, physiological synchrony. Various 
types of synchrony have been identified, especially periodic physiological indices (e.g., heart 
rate) have been investigated. In this study, two studies (Study 1, N = 458; Study 2, N = 223) 
were conducted among adults in the general population to examine the relationship between 
emotional contagion, sense of rhythm, and chronotype. The results showed that emotional 
contagion was significantly positively correlated with sense of rhythm and morning chronotype. 
These results suggest that emotional contagion is a rhythmic entrainment phenomenon.
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問　題

　共感は認知的要因と情動的要因を含む概念であり，そ
れぞれ認知的共感・情動的共感と呼ばれる（Cuff et al., 
2016）。その情動的共感のなかでも情動伝染（emotional 
contagion）は，自動的模倣（automatic mimicry, 
automatic imitation）や生理的同期（physiological 
synchrony）を基盤とすることが知られている

（Prochazkova & Kret, 2017）。例えば，相手の笑顔
を模倣すると（写真の笑顔を模倣するよりも），心拍
のリズムパターンが相手と同期しやすく，その後に
二人で作業した認知課題の成績も良いという（Park 
et al., 2019）。脳波（Bizzego et al., 2019），コルチゾ
ール（Meyer & Sledge, 2020），表情筋や瞳孔径（Folz 
et al., 2022）など，さまざまな種類の同期が確認さ
れており，周期性をもつ生理指標（心拍など）が特
に調べられている。
　私たちの環境は周期的に変化し，生物は皆，その
影響を受けている。「リズムはこの世界に存在する，
あらゆる物質の構造を維持，そこに起こるさまざま
の事象の秩序を保持している」とさえいえる（柳澤 , 

2022）。したがって，心拍同期などのリズム現象が，
情動伝染の基盤になっていることは，たいへん興味
深い。ヒトは胎児期・乳児期からリズミカルな活動
を行っていて（Provasi et al., 2014），生後数ヶ月の
乳児も，音楽に対して自発的にリズミックな動きを
することがわかっている（Ilari, 2015）。このような，
リズミックな引き込み（rhythmic entrainment）を
基盤にして，情動伝染が発達していくと考えられる。
　ところで，リズム知覚（rhythm perception）やリ
ズム感は，従来は知覚・認知の処理と考えられてい
た が，最 近 は 言 語 能 力（ Flaugnacco et a ;., 2014 ; 
Roncaglia-Denissen et al., 2016）や情動（Labbé & 
Grandjean, 2014）も含むトータルなシステムのなか
で捉えられる。そのなかでも注目されているのが共
感である。個人差変数としての共感性の高さは，リ
ズムに対するさまざまな反応と相関する（Stupacher 
et al., 2022）。例えば共感指数（Empathy Quotient）
が高いほど，音楽が始まってから体が動くのが早い

（Bamford & Davidson, 2019）。また，共感的関心
（Empathic Concern）が高いほど，ダンス音楽に合わ
せて体が動く量が多いという報告がある（Zelechowska 
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et al., 2020）。
　さらに，リズム感は社会性にも関連する。例えば，
リズム再生課題（リズミックなパターンを聞き，コ
ンピューターのキーボードのキーをタップしてそれ
らのパターンを正確に再現する）の成績が良いほど，
社会的スキル質問票（Social Skills Inventory）でい
う感情表現（emotional expressivity）が多い（Loeb 
et al., 2021）。ただし，共感性の測定は対人反応性指
標（interpersonal reactivity index）を用いた研究が
ほとんどで，情動伝染について検討したものは見当
たらない。
　また，リズム感に関する最新のゲノムワイド関連
研究によると，ビート同期課題（beat synchronization 
task）はクロノタイプ（chronotype）と共通の遺伝
的構造をもつという（Niarchou et al., 2022）。クロ
ノタイプは朝型・夜型傾向の個人差で，概日リズム

（circadian rhythm）に関連し，遺伝的な基盤をもつと
される（Bauducco et al., 2020 ; Montaruli et al., 2021）。
パーソナリティとの関連を検討した先行研究では，
クロノタイプが朝型（morningness）であるほど，
Big Five 性格の統制性（conscientiousness）が高い
ことが，一貫して見出されている（Carciofo et al., 
2016 ; Demirhan et al., 2016 ; Lipnevich et al., 2017 ; 
Randler, 2008 ; Tsaousis, 2010）。
　しかし，クロノタイプと対人反応性指標や情動伝
染の関連を検討した研究は見当たらない。クロノタ
イプの朝型は協調性（agreeableness）と正の相関が
あり，対人情動能力（同定，表現，把握，調整）と
は無相関であったという報告はある（You et al., 
2020）。一方で，クロノタイプの夜型であるほど，情
動知能（emotional intelligence）（特に自他の情動の
知覚，理解）が高いという報告や（Stolarski & 
Jankowski, 2015），夜型であるほど，表情認識課題

（Facial Emotion Recognition Task）において（幸
福・悲しみ・嫌悪の表情に対する）反応時間が速い
という報告もある（Santos et al., 2023）。このことか
ら，クロノタイプの夜型は認知的共感に関連する可
能性はあるが，明らかではない。そこで本研究では，
情動伝染，主観的リズム感，クロノタイプの相関を
検討し，情動伝染がリズミックな引き込み現象であ
ることを考察する。クロノタイプは年齢によって変
動するので，今回は 20 代と 40 代の 2 世代について
調査する。

研究 1

方法
　参加者　オンライン調査（後述）によって，一般
成人 20 代（男性 111 名，M = 25.7 歳，SD = 2.5，女
性 103 名，M = 25.2 歳，SD = 2.7），40 代（男性 119
名，M = 44.6 歳，SD = 3.0，女性 125 名，M = 45.5
歳，SD = 2.6）が参加した（実施時期2022年12月）。
20 代 214 名のうち学生は 29 名（13.5%）であった。
　質問紙　（a）エンパス尺度改訂版（Revised Empath 
Scale）。串崎（2022）から気疲れ 4 項目（「雑踏や人
混みは，気疲れするので好きではない」「大勢の人と
一緒にいると，ぐったり疲れて一人になりたいと思
う」「雑踏や人混みに出かけるのは気疲れするので，
できれば避けたい」「雑踏や人混みに出かけると，気
分や体調が悪くなることがある」），情動吸収 3 項目

（「相手の気持ちやストレスを，知らないあいだに取
り込んでいる」「相手の気持ちやストレスの影響を，
知らないあいだに受けている」「痛みを抱えている人
のそばにいると，自分の身体も痛くなってくる」），
情動直感 3 項目（「相手を見るだけで，相手の気持ち
がぱっとわかる」「相手を見るだけで，相手の抱えて
いるストレスがなんとなくわかる」「相手を見るだけ
で，気が合うかどうかがなんとなくわかる」）につい
て，「全くあてはまらない」を 1，「非常にあてはま
る」を 7 とする 7 件法で評定した。
　（b）情動伝染尺度　Carré et al.（2013）の基本共
感尺度（basic empathy scale）から情動伝染の 5 項
目「何かで悲しくなっている友だちと一緒にいたあと，
私はいつも悲しい気持ちになる」「私は，ほかの人の
気持ちに引っ張られやすい」「私はテレビや映画で悲
しい場面を観ると，しばしば悲しくなる」「怖がって
いる友だちと一緒にいると，私も恐怖を感じやすい」

「私はときどき，友だちと同じ気持ちで心がいっぱい
になる」について，「全くあてはまらない」を 1，「非
常によくあてはまる」を 5 とする 5 件法で評定した。
　（c）主観的リズム感尺度　Niarchou et al.（2022）
が使用した 1 項目「人の音楽のビートに合わせて，
手拍子を上手にできる」，そして筆者の経験を元にし
たオリジナルの 4 項目「音楽を聴いていると，体が
自然にリズムを取っている」「音楽を聴くとき，リズ
ムを意識しながら聴いている」「演奏によるテンポの
違いを聞き分けることができる」「他の人に比べて，
リズム感はよいほうだと思う」，合わせて 5 項目につ
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いて「全くあてはまらない」を 1，「非常によくあて
はまる」を 5 とする 5 件法で評定した。
　（d）クロノタイプ尺度　Ogińska（2011）の朝型尺
度（morningness scale）の 8 項目「午前中がいちば
ん考えが冴えている気がする」「起床後，長い時間眠
気がある＊」「自分で勉強するなら，夜がいい＊」「必
要以上に早起きして，1 日の準備などをしたい」「午
後の方が，昼前よりも仕事がはかどる＊」「私はふだ
ん，午前中に気分が優れている」「私は朝がいちばん
調子が良く，日中の間にエネルギーを使い切ってし
まう」「朝は気分がだるく，日中かけてゆっくりと調
子が上がってくる＊」について（＊は逆転項目），「全
くあてはまらない」を 1，「非常によくあてはまる」
を 5 とする 5 件法で評定した。
　手続き　調査会社（アイブリッジ株式会社）に，
20 代，40 代の成人それぞれ男女 150 名ずつ 600 名を
調査することを指定して依頼した。参加者は，任意
の参加であることに同意したうえで，オンラインの
回答フォーム（Freeasy）に回答した。指定の人数
に達するまで先着順で回答し，参加者には会社から
報酬としてポイントが付与されるしくみであった。
600 名の回答者のうち，ダミー項目「質問文をよく
読んでいることの確認です。ここは全員が「2」を回
答してください（ダミー項目）」に適切に回答した

458 名を分析した。

結果と考察
　因子分析　まず，クロノタイプ尺度について探索
的因子分析を行なった。その結果，本来，逆転項目
であった 4 項目が第 2 因子としてまとまった。近年，
朝型と夜型が並存するという見解もあることから

（ Putilov et al., 2021a ; Putilov, Marcoen et al., 2019 ; 
Putilov et al., 2021b ; Randler et al., 2016 ），逆 転 項
目の処理をせずに，並行分析の示唆の通り，2 因子
構造と解釈した。独自性の高かった「4. 必要以上に
早起きして，1 日の準備などをしたい」を削除し，第
1 因子 3 項目を「朝型」，第 2 因子 4 項目を「夜型」
と命名した（Table 1）。さらに，これらの 7 項目に
ついて確認的因子分析を行った。その結果，各項目
の標準化推定値は .568 から .887（すべて有意），適
合 度 指 標 は χ2 （13）= 21.010, p =.017, CFI =.986, 
TLI =.977, RMSEA =.047, SRMR =.037, GFI =.984
であった。エンパス尺度（3 因子），情動伝染尺度（1
因子），主観的リズム感尺度（1 因子）については，
想定通りの因子構造であった。
　基本統計量　各尺度の信頼性係数，平均値と標準
偏差，世代差の分散分析（Welch’s test）の結果を
Table 2 〜 Table 4 に示した。また，リズム感，朝

Table 1　Chronotype Scale の探索的因子分析（N = 458）

M SD 朝型 夜型 独自性
7．私は朝がいちばん調子が良く，日中の間にエネルギーを使い切ってしまう 2.63 1.03 .777 .021 .403
6．私はふだん，午前中に気分が優れている 2.91 1.01 .757 －.129 .362
1．午前中がいちばん考えが冴えている気がする 2.89 1.07 .774 －.152 .367

（4. 必要以上に早起きして，1日の準備などをしたい） 2.66 1.16 .554 .155 .712
8．朝は気分がだるく，日中かけてゆっくりと調子が上がってくる 3.08 1.08 －.094 .759 .379
5．午後の方が，昼前よりも仕事がはかどる 2.96 0.99 －.033 .640 .579
3．自分で勉強するなら，夜がいい 3.12 1.05 .010 .578 .668
2．起床後，長い時間眠気がある 3.01 1.15 .078 .527 .736

注．項目4を削除した

Table 2　各尺度の平均値と標準偏差 （全体 N = 458）

20代 n = 214 40代 n = 244 世代差
α ω M SD M SD p

1．気疲れ .87 .87 19.2 5.6 19.7 5.1 .343
2．情動吸収 .83 .85 12.0 4.1 10.6 3.6 <.001
3．情動直感 .86 .87 11.4 3.8 10.3 3.5 .003
4．情動伝染 .86 .86 14.7 4.5 13.9 4.0 .042
5．リズム感 .90 .90 15.7 4.8 14.6 5.0 .022
6．朝型 .82 .83 8.3 2.7 8.5 2.6 .417
7．夜型 .71 .72 12.6 2.2 11.9 2.1 <.001

注．性差の p はWelchの t 検定の結果を示す



関西大学心理学研究　2024 年　第 15 号12

Table 3　各尺度の平均値と標準偏差 （男性 N = 230）

20代 n = 111 40代 n = 119 世代差
α ω M SD M SD p

1．気疲れ .85 .86 18.7 5.3 19.2 5.4 .502
2．情動吸収 .84 .85 11.9 3.9 10.2 3.5 <.001
3．情動直感 .87 .88 11.1 3.9 10.1 3.6 .039
4．情動伝染 .88 .88 13.6 4.5 13.4 4.0 .622
5．リズム感 .91 .91 14.7 4.8 13.9 5.0 .238
6．朝型 .84 .84 8.4 2.6 8.4 2.8 .793
7．夜型 .74 .75 12.4 1.8 11.6 2.2 .005

注．性差の p はWelchの t 検定の結果を示す

Table 4　各尺度の平均値と標準偏差 （女性 N = 228）

20代 n = 103 40代 n = 125 世代差
α ω M SD M SD p

1．気疲れ .88 .89 19.8 5.9 20.2 4.8 .562
2．情動吸収 .82 .84 12.2 4.3 11.1 3.7 .042
3．情動直感 .85 .86 11.7 3.7 10.6 3.4 .023
4．情動伝染 .84 .84 15.9 4.2 14.4 4.0 .008
5．リズム感 .88 .88 16.8 4.6 15.3 4.9 .022
6．朝型 .81 .81 8.3 2.7 8.6 2.5 .384
7．夜型 .69 .70 12.8 2.5 12.2 1.9 .048

注．性差の p はWelchの t 検定の結果を示す

型，夜型のヒストグラムを Figure 1 〜 Figure 6 に
示した。
　相関係数　次に，各尺度間の Spearman 順位相関
係数を算出して Table 5 〜 10 に示した。20 代では
男女ともに，情動伝染はリズム感・朝型と正の相関が
みられた。40 代では男女ともに，情動伝染はリズム
感と正の相関がみられた。また，20 代と 40 代で相関
係数に差があるかどうかを検定したところ，男性の情
動伝染とリズム感（20 代 r =.418，40 代 r =.272，
z = 1.243，p =.213），男性の情動伝染と朝型（20 代
r =.301，40 代 r =.101，z = 1.565，p =.117），女性
の情動伝染とリズム感（20代r =.379，40代r =.231，
z =1.213，p =.225），女性の情動伝染と朝型（20 代
r =.231，40 代 r =.150，z = 0.623，p =.533）いず
れについても，有意な差はみられなかった。

研究 2

目的
　研究 1 の情動伝染・朝型・主観的リズム感の関連
を再現できるかどうか，20 代の対象に再調査する。
研究 1 で用いたクロノタイプ尺度は想定した因子構

造を得られなかったため，別の尺度を用いて再検討
する。

方法
　参加者　一般成人 20 代 223 名（男性 105 名，M = 
25.5 歳 , SD = 2.3, 女性 118 名 , M = 25.9 歳 , SD = 
2.7）が参加した（実施時期 2023 年 1 月）。223 名の
うち学生は 29 名（13.0%）であった。
　質問紙　クロノタイプ尺度　Ottoni et al.（2011）
の概日エネルギー尺度（Circadian Energy Scale）の
2 項目を用いた。「一般的に，あなたの朝の活動性の
程度（エネルギーレベル）はどうでしょうか？」に
ついて，「非常に低い」を 1，「低い」を 2，「中程度」
を 3，「高い」を 4，「非常に高い」を 5 とする 5 件
法，「一般的に，あなたの夜の活動性の程度（エネル
ギーレベル）はどうでしょうか？」についても同様の
5 件法で評定した。Ottoni et al.（2011）に従い，ク
ロノタイプは，夜の評定値から朝の評定値を引いた
値（－4 から 4 の範囲）を使い，得点が高いほど夜型
を示す。エンパス尺度改訂版，情動伝染尺度，主観
的リズム感尺度については，研究 1 と同様であった。
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Figure 2　リズム感得点のヒストグラム（女性 N = 228）

Figure 1　リズム感得点のヒストグラム（男性 N = 230）

　手続き　研究 1 と同様であった。300 名の回答者
のうち，ダミー項目「項目をよく読んでいることを
確認するため，ここは全員“全く当てはまらない

（1）”を選択してください」に適切に回答した 223 名
を分析した。

結果と考察
　因子分析　エンパス尺度，情動伝染尺度，主観的
リズム感尺度について，確認的因子分析を行い，想
定通りの因子構造とみなしてよいと判断した。
　基本統計量　各尺度の信頼性係数，平均値と標準
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Figure 5　夜型得点のヒストグラム（男性 N = 230）

Figure 3　朝型得点のヒストグラム（男性 N = 230）

Figure 4　朝型得点のヒストグラム（女性 N = 228）

偏差，性差の分散分析（Welch’s test）の結果を
Table 11 に示した。また，主観的リズム感尺度のヒ
ストグラムを Figure 7 に示した1）。
　相関係数　次に，各尺度間の Spearman 順位相関
係数を算出して Table 12 〜 13 に示した。男女とも

に，情動伝染はリズム感と正の相関がみられた。ま
た，20 代の男性では情動伝染は朝の活動性にも正の
相関がみられた。情動伝染と類似の概念である情動
直感も，リズム感や朝の活動性に関連していた。
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Figure 6　夜型得点のヒストグラム（女性 N = 228）

Table 5　各尺度の Spearman 順位相関係数 （男性 N = 230）

1 2 3 4 5 6 7
1．気疲れ
2．情動吸収 .281＊＊＊

3．情動直感 －.022 .514＊＊＊

4．情動伝染 .077 .542＊＊＊ .459＊＊＊

5．リズム感 .023 .165＊ .381＊＊＊ .341＊＊＊

6．朝型 .055 .138＊ .162＊ .198＊＊ .097
7．夜型 .145＊ .305＊＊＊ .203＊＊ .249＊＊＊ .219＊＊＊ －.169＊

8．年齢 .075 －.230＊＊＊ －.214＊＊ －.040 －.113 .059 －.181＊＊

注．＊＊＊ p < .001, ＊＊ p < .01, ＊ p < .05

Table 6　各尺度の Spearman 順位相関係数 （女性 N = 228）

1 2 3 4 5 6 7
1．気疲れ
2．情動吸収 .374＊＊＊

3．情動直感 .204＊＊ .530＊＊＊

4．情動伝染 .152＊ .517＊＊＊ .251＊＊＊

5．リズム感 .096 .201＊＊ .269＊＊＊ .309＊＊＊

6．朝型 .145＊ .263＊＊＊ .193＊＊ .177＊＊ .103
7．夜型 .160＊ .166＊ .172＊＊ .109 .074 －.172＊＊

8．年齢 .029 －.046 －.079 －.083 －.117 .110 －.141＊

注．＊＊＊ p < .001, ＊＊ p < .01, ＊ p < .05

Table 7　各尺度の Spearman 順位相関係数 （20 代男性 N = 111）

1 2 3 4 5 6 7
1．気疲れ
2．情動吸収 .345＊＊＊

3．情動直感 .063 .534＊＊＊

4．情動伝染 .140 .500＊＊＊ .489＊＊＊

5．リズム感 .055 .142 .344＊＊＊ .418＊＊＊

6．朝型 .030 .276＊＊ .180 .301＊＊ .134
7．夜型 .161 .213＊ .215＊ .213＊ .209＊ －.083
8．年齢 .082 －.084 －.045 .043 .017 .234＊ －.118

注．＊＊＊ p < .001, ＊＊ p < .01, ＊ p < .05
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Table 11　各尺度の平均値と標準偏差 （20 代全体 N = 223）

男性 n = 105 女性 n = 118 性差
α ω M SD M SD p

1．気疲れ .85 .86 18.0 5.9 20.6 4.7 <.001
2．情動吸収 .79 .82 11.0 4.3 12.3 3.6 .013
3．情動直感 .85 .85 10.6 4.3 10.6 3.9 .977
4．情動伝染 .81 .82 13.7 3.9 14.9 4.4 .038
5．リズム感 .85 .85 15.2 4.7 15.0 1.0 .693
6．朝活動性 2.74 1.04 2.23 1.04 <.001
7．夜活動性 2.98 1.04 3.00 0.96 .839
8．夜型（7－6） 0.23 1.17 0.77 1.42 .002

注．性差の p はWelchの t 検定の結果を示す

Table 9　各尺度の Spearman 順位相関係数 （40 代男性 N = 119）

1 2 3 4 5 6 7
1．気疲れ
2．情動吸収 .263＊＊

3．情動直感 －.068 .477＊＊＊

4．情動伝染 .021 .606＊＊＊ .443＊＊＊

5．リズム感 .002 .176 .405＊＊＊ .272＊＊

6．朝型 .075 .014 .156 .101 .061
7．夜型 .160 .325＊＊＊ .151 .295＊＊ .235＊ －.245＊＊

8．年齢 .049 －.080 －.200＊ －.062 －.194＊ －.004 .016
注．＊＊＊ p < .001, ＊＊ p < .01, ＊ p < .05

Table 10　各尺度の Spearman 順位相関係数 （40 代女性 N = 125）

1 2 3 4 5 6 7
1．気疲れ
2．情動吸収 .238＊＊

3．情動直感 .078 .525＊＊＊

4．情動伝染 .039 .548＊＊＊ .226＊

5．リズム感 －.060 .133 .258＊＊ .231＊＊

6．朝型 .078 .215＊ .154 .150 .021
7．夜型 .049 .203＊ .113 .140 .100 －.218＊

8．年齢 .010 .157 .236＊＊ .152 .090 .102 －.074
注．＊＊＊ p < .001, ＊＊ p < .01, ＊ p < .05

Table 8　各尺度の Spearman 順位相関係数 （20 代女性 N = 103）

1 2 3 4 5 6 7
1．気疲れ
2．情動吸収 .530＊＊＊

3．情動直感 .343＊＊＊ .506＊＊＊

4．情動伝染 .279＊＊ .482＊＊＊ .253＊＊

5．リズム感 .282＊＊ .273＊＊ .252＊ .379＊＊＊

6．朝型 .218＊ .343＊＊＊ .260＊＊ .231＊ .227＊

7．夜型 .268＊＊ .098 .206＊ .037 .017 －.111
8．年齢 .048 .124 －.093 .103 －.122 .095 －.025

注．＊＊＊ p < .001, ＊＊ p < .01, ＊ p < .05
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Figure 7　リズム感得点のヒストグラム（20 代 N = 223）

Table 12　各尺度の Spearman 順位相関係数 （20 代男性 N = 105）

1 2 3 4 5 6 7
1．気疲れ
2．情動吸収 .508＊＊＊

3．情動直感 .171 .633＊＊＊

4．情動伝染 .219＊ .522＊＊＊ .552＊＊＊

5．リズム感 .048 .214＊ .360＊＊＊ .319＊＊＊

6．朝活動性 －.050 .119 .307＊＊ .263＊＊ .218＊

7．夜活動性 .042 .084 .161 .183 .491＊＊＊ .318＊＊＊

8．夜型（7－6） .109 －.004 －.175 －.093 .218＊ －.526＊＊＊ .566＊＊＊

注．＊＊＊ p < .001, ＊＊ p < .01, ＊ p < .05

Table 13　各尺度の Spearman 順位相関係数 （20 代女性 N = 118）

1 2 3 4 5 6 7
1．気疲れ
2．情動吸収 .152
3．情動直感 －.081 .349＊＊＊

4．情動伝染 .051 .345＊＊＊ .101
5．リズム感 －.019 .072 .288＊＊ .219＊

6．朝活動性 －.231＊ .009 .169 －.012 .053
7．夜活動性 －.091 －.219＊ .142 －.023 .241＊＊ －.013
8．夜型（7－6） .119 －.135 －.043 .020 .086 －.736＊＊＊ .644＊＊＊

注．＊＊＊ p < .001, ＊＊ p < .01, ＊ p < .05
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総合考察

　本研究では，情動伝染，主観的リズム感，クロノ
タイプの相関を検討した。研究 1 の結果，20 代では
男女ともに，情動伝染はリズム感・朝型と正の相関
がみられた。40 代では男女ともに，情動伝染はリズ
ム感と正の相関がみられた。そして，男性において
は 20 代も 40 代も，情動伝染は夜型にも正の相関が
あった。情動伝染と類似の概念である情動直感も，
リズム感や朝または夜の活動性に関連していた。
　研究 2 の結果，20 代では男女ともに，情動伝染は
リズム感と正の相関がみられた。また，20 代の男性
では情動伝染は朝の活動性にも正の相関がみられた。
そして情動直感も，リズム感や（男性においては）
朝の活動性に関連していた。以上のことから，情動
伝染はクロノタイプの朝型と正の相関をもつのが有
望であるが，ときどき夜型にも正の相関がみられる
ので，結論は保留したい。ちなみに，リズム感とク
ロノタイプについては，リズム感が良いほど夜型で
あるというのが有望であるが，ときどき朝型にも正
の相関がみられるので，こちらも結論を保留したい。
　研究 1・研究 2 の結果を総合的に考えると，情動
伝染が自他のリズムを基盤にした，対人間のリズミ
ックな引き込み（rhythmic entrainment）現象であ
ることを示唆している。このことは，他者との同期
性（synchrony）とリズム性（rhythmicity）が共感
を発達させる，という概説とも一致する（Xavier et 
al., 2013）。そして，音楽トレーニングが認知機能，
特に実行機能に効果をもたらす基礎メカニズムとし
て，リズミックな引き込み（rhythmic entrainment）
が提唱されているのと同様（Miendlarzewska & 
Trost, 2014），音楽が共感や社会的絆（a sense of 
empathy and social bonding）を生じさせるのも，リ
ズミックな引き込みがあるからだと考えられる

（Trost et al., 2017）。
　心理療法においては，セラピストとクライエント
の生理的同期が生じるだけでなく，両者がお互いの
リズムを追いかけ合っているかようなダイナミック
な変動がある（Kleinbub et al., 2020）。心理療法にお
ける共感について考えるさいには，このような共同
調整（coregulation）にも注目することが必要だろう

（McIntyre & Samstag, 2022）。
　最後に，ユング派分析家のクラリッサ・エステス
= ピンコラ（Estés, 2022/1992）は，リズムと直感に

ついて次のように書いている。「私たちの内なるサイ
クルには，一定のエントロピーと創造が存在する。
内なるそれに同調することが，私たちの課題だ。心
臓の鼓動が満ち欠けするように，私たちは生－死－生
のサイクルのリズムに学ぶのであって，それに殉じ
るのではない。縄跳びに例えてみよう。リズムはす
でに存在している。リズムを真似できるまで体を前
後に揺らす。そして飛び込む。そうやってみるだけ
だ。それ以上の空想はいらない」2）。彼女のいうリズ
ムは，ユング派らしく，個人を超えた大きな生命の
リズムかもしれないが，リズムを捉え，リズムに同
調することが直感や共感につながる，という指摘は
たいへん興味深い。

注
1）	朝活動性の度数分布は，男性において「非常に低い」
16 名，「低い」21 名，「中程度」47 名，「高い」16 名，

「非常に高い」5 名，女性において「非常に低い」38
名，「低い」27 名，「中程度」42 名，「高い」9 名，「非
常に高い」2 名であった。夜活動性の度数分布は，男
性において「非常に低い」12 名，「低い」14 名，「中程
度」51 名，「高い」20 名，「非常に高い」8 名，女性に
おいて「非常に低い」9 名，「低い」21 名，「中程度」
54 名，「高い」28 名，「非常に高い」6 名であった。夜
型（夜活動性－朝活動性）の度数分布は，男性において

「－2」4 名，「－1」17 名，「0」56 名，「1」14 名，「2」
9 名，「3」2 名，「4」3 名，女性において「－2」5 名，

「－1」9 名，「0」49 名，「1」23 名，「2」15 名，「3」
11名，「4」6名であった。ちなみに，Ottoni et al.（2011）
の分類に従い，－2 以下を朝型，2 点以上を夜型とする
と（N = 223），－2 以下の朝型が 4.03%，2 点以上の夜
型が 20.62% であった。Ottoni et al.,（2011）の大学生
サンプル 225 名（20.9 ± 2.9 歳）では，－2 以下の朝
型が 17.3%，2 点以上の夜型が 19.6%，一般サンプル
34530 名（ 32.2 ± 11.0 歳）では，－2 以下の朝型が
13.3%，2 点以上の夜型が 26.5% であったことから，
研究 2 の参加者は朝型が少ないといえる。

2）	原文は， 以下の通り。 There are certain constant 
entropies and creatings which are a part of our inner 
cycles. It is our task to synchronize with them. Like 
the chambers of a heart which fill and empty and fill 
again, we “learn to learn” the rhythm of this Life/
Death/Life cycle instead of becoming martyred by it. 
Liken it to jump rope. The rhythm already exists ; 
you sway back and forth until you are copying the 
rhythm. Then, you jump in. That’s how it is done. It 
is no more fancy than that. （p.115）
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要　旨
　情動伝染は対人間の生理的同期を基盤とすることが知
られている。さまざまな種類の同期が確認されているが，
特に周期性をもつ生理指標（心拍など）が調べられてい
る。本研究は情動伝染・リズム感・クロノタイプの関連
を検討するべく，一般成人を対象に，2 回の調査（研究
1, N = 458 ; 研究 2, N = 223）を実施した。その結果，情
動伝染はリズム感や朝型のクロノタイプと有意な正の相
関を示した。これらの結果は，情動伝染がリズミックな
引き込み現象の一つであることを示唆している。

キーワード：情動伝染，リズム感，クロノタイプ，リズ
ミックな引き込み




